
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

・初心者写真教室“春の公園を撮る” 

・2009 竜王公園「四季の写真コンテスト」

平成２１年５月

ハートフルネットワーク 第一ビルサービス

（春の部） 

    竜王公園イベント報告 
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200９年の竜王公園イベントとして、「初心者写真教室“春の公園を撮る”」、および2009

竜王公園「四季の写真コンテスト」（春の部）を行いました。このイベントでは、以下の取り

組みを行いましたので、ご報告いたします。 
 

■初心者写真教室 “春の公園を撮る”  
＜イベント概要＞ 

■目   的：  
竜王公園の設置目的は「市民の文化、スポーツ、レクリエーション活動の振興」であるが、

現状の取り組みでは、イベント時に自然体験や昔の遊び体験、クラフト体験、芸術鑑賞等を

提供しているのみにとどまり、日常の公園利用における文化的利用は少ないことが課題であ

る。そのため、日常的に「公園で写真を撮る」という文化的公園利用に繋がることを目的と

した取り組みとして、竜王公園を舞台に初心者写真教室を行う。 
■開 催 日 時：5月10日（日）10：00～1５：00 

■主   催：竜王公園 

■講   師：宗岡泰昭氏（二科会写真部会友） 

■内   容：  

写真家 宗岡康昭さんを講師に迎え、カメラの基礎知識と基本的な使い方を学んだ後、公園
を散策しながら、花や人物、風景の写真の取り方、ポイントを学ぶ。また、撮った写真は講

師が講評する。（カメラはフィルムカメラ、デジタルカメラどちらも対象とする） 
 
＜実施状況＞  

午前中は座学として、まずは写真の基本を学ぼうということで、写真の構図の撮り方（縦横

3 分割でのバランス）、日の向き（風景写真は順光よりも逆光、斜光の方が印象的な写真にな
る）、背景のつくり方（背景は暗くぼかすと被写体が浮き上がる）などについて、実際の写真

をスライドで鑑賞しながら学びました。先生の美しい写真を鑑賞しながらの講座であったた

め、単純に写真鑑賞として楽しめ、一同「わ～きれい！」「なるほど～！」と感嘆しながらの

講座となりました。 
昼食後、午後は実際に公園内を歩きながら、ユリノキ、花壇、ツツジ等の花や、公園で遊ぶ

子犬と家族連れ、子どもたちなどの公園風景を先生にアドバイスをいただきながらいっしょ

に撮影して歩きました。のどかな小春日和の天候に恵まれ、気持ちよく撮影して回ることが

できました。 
最後は、再び屋内で参加者１人１人が今日撮影した写真をスライドに映しながら、１枚１枚

丁寧にアドバイスをいただきました。参加者１０名と少ないながらも、逆に先生と生徒がマ

ンツーマンに近い、密度の濃い講習となりました。 
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■午前中は先生の美しい写真を鑑賞しながらの

座学。「わ～きれい！」「なるほど～！」 

■背景のつくり方、しぼりの設定など、先生の

写真をパソコンモニターで見ながら学習。 

■“樹上のチューリップ”と呼ばれるユリノキ

の花。背景をぼかして花を印象的に。 

■ノースポールとテントウ虫。「テントウ虫の顔

が見えるともっとよい」とアドバイスをいた

だきました。確かに～。 

■階段は、物語性のある絵になる写真スポット

によく使われるそうです。「絵になる構図を見

つけると、あとはタイミングをじっと待つ」

■参加者１人１人、今日撮った写真をスライド

に映しながらアドバイスを受ける。半日で密

度の濃い講習となりました。 
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■２００９ 竜王公園 「四季の写真コンテスト」 （春の部） 
＜イベント概要＞ 

■目  的：  
竜王公園は、サクラやツツジ、菜の花といった春の花風景、秋の紅葉、広島市街地を見渡

す眺望や夜景、花火大会や初日の出の眺望、スポーツで汗を流す姿、家族連れがボール遊び

や虫取りを楽しむ姿など、四季それぞれに様々な風景がある。 

このような竜王公園での楽しみや喜びを再発見して多くの方々と共有し、竜王公園に親し

んでいただくこと、写真撮影・鑑賞そのものを楽しむという公園の文化的利用の促進を目的

として、竜王公園「四季の写真コンテスト」を開催する。 

■テ ーマ：竜王公園内で撮影したもの、あるいは周辺から竜王公園を撮影したもの。花の写真

に限らず、竜王公園での遊びや楽しみ、四季のうつろいを表現した作品。 

■応募期間：当日消印有効。各季節で特選（1点）、優秀賞（2点）を選出し、授賞式を行う。 

春の部：平成21年 3月 23日（月）～5月15日（金）   授賞式： 5月 30日（土） 

夏の部：平成21年 6月 1日（水）～8月31日（月）    授賞式： 9月 13日（日） 

秋の部：平成21年 9月 1日（火）～11月 30日（月）   授賞式：12月 20日（日） 

冬の部：平成21年12月 1日（月）～平成22年1月29日（金） 授賞式： 2月 21日（日） 

■賞 ・特選（春の部、夏の部、秋の部、冬の部で各1点）…賞状、賞金1万円 

・優秀賞（春の部、夏の部、秋の部、冬の部で各2点）…賞状、賞金3千円 

※特選、優秀賞は竜王公園管理センターにて展示、及び竜王公園ホームページにて掲載。（受賞

作品以外も一部展示・掲載。展示作品は審査員および公園にて選考。） 

■審査員：宗岡泰昭 氏（二科会写真部会友） 

■応募方法：応募作品の裏に応募票を貼り付け、応募作品を郵送あるいは持参。 

カラー又はモノクロで、キャビネサイズ（2L）～四つ切りサイズ（インクジェット

プリントの場合A4サイズでもよい） 

■参加費：無料（現像及びプリント料、郵送料は応募者負担） 

■応募規定 

①受賞作品の版権は主催者（竜王公園）に帰属し作品は返却しない。（電子メディア、印刷物等

に使用） 

②応募作品は竜王公園内で撮影されたものか、周辺から竜王公園を撮影されたものに限る。肖

像権等の発生の可能性のある作品は応募しない。被写体が人物の場合、応募に際しては必ず

ご本人（被写体）の承諾を得る。 

③受賞作品以外の応募作品は、授賞式の日から１ヶ月の間、竜王公園管理センターでの引き取

りに限り返却。 

④受賞作品は全て、ポジあるいはネガを提出する。デジタルは JPEGデータをCD等で提出。 

■主催：竜王公園 
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＜実施状況＞  

まだ初回ということもあり、コンテストの周知が至らず応募点数は少なかったですが、春の

竜王公園の新たな一面を発見することができる力作をご応募いただきました。 
審査は、初心者写真教室でも講師を行っていただいた宗岡泰昭氏（二科会写真部会友）に行

っていただき、特選、優秀賞をそれぞれ１点選出。受賞作品については、漠然と「良い」で

はなく、具体的にどのような点が良いのか、分かりやすく講評していただきました。 
５月３０日に表彰式を行い、受賞作品をはじめ応募作品を管理センターにて展示しました。

写真コンテストや写真展示は竜王公園では今までにない取り組みであり、力作の揃った作品

展示には、通りがかりの来園者の方々の多くが足を止めてしばし鑑賞し、「この写真、いいね

え～」「これは公園内のどこで撮ったの？」「この花の名前は何？」と会話が絶えません。応

募者だけでなく、来園者の方々にとっても春の竜王公園の再発見につながっていることを実

感することができました。 
各季節でコンテストを区切り、作品展示をすることで、次回（夏、秋、冬の部）のコンテス

トへの広報としても有効に機能するものと思われ、参加者の増加が期待されます。 
 

 
 

■表彰式。「おめでとうございま～す！」 

■通りがかりの人はほとんどが足をとめ、し

ばし鑑賞。「この写真、いいね～」「わしは

この写真の方がいいと思うよ」「これは何の

花？」等々、竜王公園の再発見の場となっ

ている。 

■管理センターでの展示状況。管理センター

を訪れる誰もが目に付く場所で実施。 
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四季の写真コンテスト 春の部 特選
「木陰の親子」 

伊藤 巽 
＜審査員評＞新緑の竜王公園の一隅で親子がのんびりと楽しそうに語り合ってるスナップはほの
ぼのとした暖かい姿が印象的で、見る者の心が癒される作品に仕上がっています。また青いパラソ
ルに木漏れ日があたっているのも空気感があり、親子の心が感じ取れます。 
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四季の写真コンテスト 春の部 優秀賞
「昇る星々」 

中島 大希 
＜審査員評＞広島市内が一望できる公園の高台で夜の街の営みが感じとれ、静まりかえった夜の公
園が印象的です。また空には星の光跡が街に降り注いで効果的に写真をひきしめています。スケー
ルのある作品です。 
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イベントチラシ 
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イベントチラシ 


